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地域難病相談会､

尾鷲･松阪･鈴鹿で開催

地域肌11Af日.淡公がJ山号､松阪､紺Jiiで11日nlrlされELた

Ji粁亡代､仙蜘'.航内川七仲/^保1L′卜､日記帖帥帥恨F壬外川七付目'JLi′lA_u)ほか､ J亡代/､一一ワーク枕職lj亡

TitA肘.qJl',, Jritポ･1'yJ ､L>, 1 Y.U)蜘'･川l,淡L lが粧-lL､.'urJ.)<'ll)rtu). l lでしたかuD γJL/)を))HがX,'りたした

松E;Jx.では､雌川†MIJlfl.r;tl′卜人ノ】′: Lllヱサ

ナトリウムrJ､け柁t本'JL′卜､ f斤′L _:モ松rIJ上総

rHl'･Jli'JLLTIIll'i;IJ､j州fJ三iji J l1- 1JIL ′卜､松E;Ji 'いl)i

紘/T･JlL･]AE;',Jこリ-ヒリテ-シ三1ン州/)､人目1 'JIL

'L _､松E;)く-t]-ワ- I/l;心r.'klJrtl捌桝'..'r'

血il-1さか｢,7//.LI)tnflJ:Jl棚】.淡L ll/I) tilいJ'lL 良

した

20 γ,を′tLiえるソースがu t,A:HJIJi,(,)り､人

p公.,Ilk'-iI〔/ )中では川‖')ミF J｣容かI川きII丈か/こ

い;1)､拙からWJ.i-_V)移山を-･いろ'/ルーp/

i"LIJ. Eした　を))日は1()H γ.てした

鈴比では､ I,r,ト`/二総rHfJt.プj:(L,ン}/- ′ト

I,ll中日一,ごJu H ill;/i-.､せと■jJLli)T'f外川′,､ 【】11'll 1

I,lL′卜､ E-トド/川榊紬J州lj､_畑帥I I,lL′仁､ ) JH r I閃iJ,JこJh l I I,1L:′Lu)ほか､ LE.‡身rl.l:7t'ンJ/-ll r,.大女接'､1'l州1､ 5:)lJ■じノ､

tトーリ-- '/ J l棚idu'･JFl,r;Fll･.'､ ILl･.満J/さから,Xll'-JF'･)川.淡L IL 5 I(.かIrl､1'TL ､ 71 //.a)参J)rlが,ti'りたした

糾F h.舟)､riFJ)1 Lfljliでは､州i 'J _Lr,てjrl,)'tiを分かってもらえない､ rLl 'JJYl身が:liL･(^〔を･まけIL_bl)｢'れT)- :･1.:しんて

いTJ､什,jl.1,仙純Jr 1)なと′E I,T;に対する1､F/i'なとをHrFえ/r5ノノがあり､川.淡令.体では､糠i'卓'lJJT六がH2%で人､l′-,ir,

lL.〟)､ L'),.ILr･Tlr...批･拙･Jj'･そL/)他と/Lt-/Cいたす

とL/ ) r:ミJ!")で壬, , J'ミJj,111 Jりや虻.17., rl′L｢ごJ iti'う,=､姫u'j'･､松阪､鈴此u )糾uldtl ･1-rlr縫目i ( ･nrfl'i病･ qi'JiiT吹ELl ･小リLi･11r.州三'Jy､山

lJEl '一'I K) 'ノ)til,ノ)〟,i,)りELた
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【参加者からの声】
･日頃相談相手車Jなく､不安だったが､

いろいろな相談やお話ができて気持ち

が楽になった)すっきりした｡

･みなさんの体験を聞いて希望が出てき

た感じがしよしたっ

･今回のような相談会があるとありがた

いですっ　普段悩んでいることが解決で

きます｡

･医師による丁寧な説明と十分な時間で､

充実した相談会でした〔
･別な先生に相談することで､今の治療

が大丈夫だと分かりホッとしました,,

･少人数で聞きやすく､他の方の話も聞

けてよかったです｡今後もぜひ相談会

を続けてはしいですL,

【今後への希望】

いかに相談会U)脚槌をPRしていくか

が大切だと思う〔

相談の形式が個別だと思っていました,

各テ-ブルに疾患別､就労､生活U)相

談コーナーがありますが､教育相談U)

コーナーも作っていただきたい｢,

ひんはんに地域相談会を行ってほしい｣

学習会･交流会の回数を増やしてほし

い,

先生の声が聞こえないので､会場を仕

切るなどして閉二えるようにしてほし

い(I

個室で相談できるとよいと思った,

貢等⊃一十- 

ごといつ 

勧和食(野声巨=ep) 

●かすむ老いの日ラジオでーirHけば 

IT.:し､ニュースに汁jLてq:i:ら 

一榊火だわ 

●以げた人ふらじっくり食べて 

JrT1-校JLPi己rI')のもたれ 

JJW-き! 



医療講演会開催!一事業委託を受けて-

つぼみの会

三重

8月11日(土)～15日(水)

四日市少年自然の家

日本てんかん

協会三重県支部

9月23日く日)

四日市市総合会館第1研修

室

三重心臓を守

る会

8月4日(土)

県津庁舎　6階64会議室

参加斤(.lVLll,1Ll-,L'ミ6 6 /(, ･ 'kA流失約80才'】 I ,i::習:ミ49号′】 1-日

..llL:ミ約80 I/. -/, I/ノフ延-211キ'. (r').Jll巾-1 lキ′, ･

rfl.掛坤51 /(. ･ 'iuと1- 18 I/. ･棉fr_技師12号HH

講師　藤沢隆夫先生ほか3名

演題｢こどもの1型糖尿病について｣

I　サー.,-キヤンpjL/)r川(｣は､ ｢(A):ill-しいキヤンpjL/)体験(2)

ll州りつくりC'TJ ILl己:lJ'川lに必■llA/Lt 1:rl,;.Fni ･技fllLTU)純子f.i(lllflLl1g.L･.

L/),変動(う'ソ一一シャルスキルL/)才増子l.i(紬雌れ･ J'･1,I作ゎ)し(')ス

J/ソ-/Ll)教TIJIJ｣です　′1汗】 5 FI i/川日に1､11,.炎:ミ･ ']::-l'･･.Jr:三･

･i:J流_1さをn'Jiyf､人:′ケL/)j//ソr/にr)iほれ､柑;左U)枠を超

えて,kJ流′､･;-でき~Eした

講師　大阪市立大学医学部脳神経外科　准教授　森野道

晴先生

演題　rてんかん外科治療最前線｣

をノ川井　2.E=)キ′,

4リiH;I.ミL/) T-･術J)r峡作を,kえtLtが｢'分かりやすくJ '･Li.!に此

り】が.せ,り圭した　T-i,ElL/)リスクに-〕いては､ ′Jl'･竹′l三/'J1-I.'

モ-,てい7JことJT,I))かり　Eした　そV)子安､門もfl.L二'fEiでは､

1郎1.tや外fl r-術L/)‖rfJ.E性に′)いてLj)mHが出され､ J I.Y

に'(さえていただきたした

講師　三重大学医学部付属病院循環器内科　大西勝也先生

演題　r拡張型心筋症のこれから｣

ち))rl斤.lf抑壬i仝2 9†, ･佃..lk仝二号:i名･スタッフ:う^/■

I　仙'XLV)脱FUl､よを斬V)ノjr1-.-､ ).JA-Jrl､ l′缶癖､氏･11･J､述仙すか

は､サプリメント､ Ittr.1那加は､ j臼lLJ(.引こついてL/)uLIJtl]i

がありモしたr EIJ,雁首上り口LTtHft瓜､碓);1:_年齢とr'･後､ス

トレス, qrしい治糠は､無l呼吸など印帆がたくさんILIJ.ま

した.満桝から医糠の進)L'Jy改めてIji:嬉し圭した,



学んだ各地 国l

～第9虐l全良難病t!シター研究会奉加記～

印早に嘩った事例

角南菅等字

[''lj:(依/lA度U).｣,iい巾El別t帥]=斤

を･1･け入れてくわ7.)施..iiLは壬だ

主だ少なく､ .壬け入れてくれろ

施..Lkほしや､日々LJつ介‖畦に城山

リこてているニ`束I/11かLt,(/)仙淡を

上く′i･けモす,そんiLlltJてこ:)

い')ノjJ々Lf)受け入れに日ヤ!'Z引;,'｣

しておられ,1)心強い')三b!廷例l/)権

jiが:_つの小~熟IJ/rからあり七し

た

祁こlITTJに収り壬,あり　吏Th/)でそ

i/)rJIL/) RI.1両｢ティサーヒス二

i/)ルびと-=fれ｣かL-,J)碓iミL/)

内容を糊;1.一Lモ11 ..rh,かい;ナ

病院L/)茄..馴巾3人が始めたティ

ケア-ウスで｢たれ壬)が､地域

で､と手)にrIILL~,す｣という.叩一'L三･t

i/)壬,と､おilA･1.).fり､身体F;】l;rti,:片

(LTCIFIJI Eit斤を｢･Tむ)､知E'l/Jr;･1㌢L蔓.I 8-､

r;;;?/.i.lLli､他Lir':LLlとそ),まけ入れて､

小舶帖多機能で地域に縮1T.した

ティサーヒスを山引糾しておLt,れ

そJ)Hl.t;丁の械J'-をたくさん-I)ス

ライトでWi介されモLた､職il

v)比L:｣'･りLj)中で.,.i'1m;I=:のお17-I.I.r

りが抱いている,がちゃんLjj笑Il,Jl'1

とLt,)やしていろijll:･`.).rりU)′笑伽

がとて手,li,;せそ')でした　お11-

Jrりと幼IJlが　一緒におl阜uして

いろ1_TH'･や､酸-,4･,川J1人Lていろ

おfr:/.'.iりとリユリlが楽Lそ/)に.】六

をLていろ様(-I-･HJl次々も'li介さ

わたした　こr)した't,;川IJI'-Jティ

･り一一ヒスけJh･,'11Iでは52 I.I.rlrJJr(rT'

り､将来100mfJ-r(1 )j人に1 (.I;i

I.)-r)にするU)がrl蝶とL/)小/i/す

碓)､片L/)ニ芯化としては､ H

llllT_]_ティサーヒス托選れrはC/) I

って.杏)れ.ril'互いとU)小一ですが､

介｡(LtI肘掛よとLLい▲r_女lJ;はV) 1本

化が進めLl,れて乍【1｣にこんtLt施

r,lL/'Jtたくさんできれほと強くE･ilq

じ壬した

ー甘qrという守噂

- ･･J LスプT2モ-ショニー

ユヒ珂　拓等

みfLlさんJl　…-ルスツLプモ-

ション''とい:).;虻を/).i)/Jてい

モすか?　私はこU)研究会uF)

｢-ツヒー&サク-L,ス-/ルな雌

病ケアL/)HtI近川_｣という研修U[ll.i

純でわ)めてjlにしたU)で十か､

｢人がr'J ∫,a)1'litUミをコントtI-

/レし､改:l'･.-rI~ろことができろJ:

I)にするp/りセスU)ことであ

る｣と''ii-jkされるそ,U)で､ ′Jl縦

を辿じてrEげ,i/ )任JIIJミを適LJ｣にJIL-'i'･JIT]_

し､改.T･,:-していくrL'3'i'互や碓ノ)を柏

手r.JT L､佃人が['du｣帥｣7LLl子rJrj)をと

るために､ flよが糾織的に人々

a)他F.if脚進を支JJ=することとして

し､し~l

"挫F,li-とはL?"とFlfr.'Hさ)した｢,､

そL/)J{E;えはきつと　一人ひとり迩

I)はずです. -JIl･1'XUJ.fLIL ､状態た

けが　hfJdrF,k-''てはなく､ ′笑えろ

ことか他fJi･､娼謝できることが

Ll

期日　2007 10 27(土)～28(日)

場所　富山県民共生センター･

サンフォルテ･とやま自遊館

(IdtLk､心f:･やかtLlことか触り王

.て　…鮎川''と言-'て壬,､ =zJ

i/)(,ii';rt=は様々で､そL/) -/)ひと

つを人L))にし｢日'JJV)l批k-トヒH

/I)で/)くる｣たlJ)に'3,LJJ Lてい

くことか求めエー)れる(/)です/Jt､

壬だflI)flI'l'L/)椛､ fLT主JbLllJ)u.ULtとJ)

rrJ(l三は人きく0.紳)てした')こと

壬,多いLJ)に1.1･!じます　個人び)

ためにてミ休で推jitしていく　とい

うことが､これか｢,求め()れ/J

在れ1さっくり7LLW)だと蛸じ主した

Eすけ､ rl FJV)此aJlなことに

書目lr;せを感じ､蛸.抑/)'XL持E)/_r-

持ってi辿こすことかできれは､

それが山-ルスソロモーシp)ン

i/):Ll'i　-)Lこたとお′'しやっていた

した　HtldIE,灯'をIr‡主終rl′JtLIH的_L

するU)ではなく. fLf･日L/)′H.T;V)

･L''i抑''ととらえる小かL~,的bl)

去L L I)佃】人Lj)ためL/) `■ll/iitl,li:I

/)くりを､朽はとと‡)にJ)三指し

ていけたらと.LLI.い七十

二のul■Ill7jiu)中で､ ‖帖師が敬,i:ど

する()三師として"-ノチ･rr'J/

ムス''について触れL､,わた..-;-FL'JJh

那,Lr)り　Eした　彼はfJJllrk/i= ｢触

りi-tLt:子r:分/Jtあるから､ (/JIl_k ･才l-･]

'xLをrLl己(/)成1てと勉叔L7)柁p公.

fWl_kA IT,病'xHJ r:hl一かな′l I(Tlを送る

たbjJV)i))Jk剤とI,riiえろことで､



捕,みや:L'.しみを′なえてし壬うノ)

にtLtり'('3ろ｣と''上Tlt:していE十

lIiTILミつくりを:illLむ､とい:)キ

え)jEi､そL/)E E-ルスr/11モ

ーン三1ンに/｣プLtが7J L :)にノLl.い

七十

･､ソ+･ア//ムスT. ｢心7'JH~,

i/)お札糾い｣を､研.JIlHJH-lJ'i文jJ:

センJ/-a)親しいlx).Il.Jに)]Hえ7J

T･'I上で十J)で､輿Iu三L/),を)7Jノj Ei､

ぜひ二糾川卜さい

2日間の研噂に学TDして

15甘辛手写

仏たす,JLl･片にとって､雌病1､11

r淡jk:描-tfン'/-てU)川,淡小米/)I

fib-LlンJ/-て');lJJlを1_け､地域

てur)雌IrL･]lLr, HIJ)川.淡窓flとして

V)位Lr.lTrT:=一けがlLJl1火てきてい7.)二

とは､心L/)jk:えとtLt-)ていたす

耽'jiTについて手,､いくつかJ)

W/;一憎Jミ/JJl.t,'り　Eしたが､ Lm,lFL･】

Ei:･打/JJl ｢制度レ) I(.ll'Tr,]｣にil'ITrl:かj Lて

いろjiL((:てけそL/)1rJlり糾7f-i/)珊

しさを`ii:感LていtTJ-

J.Trl,I.川相川1,.1とよf/2セン//一一

において壬,,､Lj-ワ-I/′涼と辿

ijliしてJ)就IjHAJ U三を.試みてい~E

すが､ ll､柴を‖ノjF目してIm-JFl,1を理

lylJしてモノ, -)二と幸,必1111.てLitLl

いかと･,l山､E十　王た､ ′ト舶札Ii

作掛l)テ'-,ILを作って.雄IJHiL1-日作で

i/)維).I,･';//L米ソT rEtいかかてL L

I)か　働くlillr)1-として　-/JL/)過

れ帖とLて巧えて手,いいLi)で.'t

fLlいて｣と')/ト

来1r:-J生､ IL,ン//- (,T,;I_.liとこ

i/)l,I.1.で壬JFliJlしくな/'てい七十が

. ITfUI.1.においては′川ILHJf,_7+と

i/)lH､たりJll'iさしたiiLt'1.･､.I.'がヤJ t

か七十

乍作を｣止lして小仲川､｢神経Im

純にやや傾いてし､/JL/)てEtL>｣

と旭じモした　/｢f引t他L/)珊りr')]

･'Ll.JT(ノ) `jillJIJ矩ノ､をfllHいて比たい

とJLJ､いモ-Jt

卸常闇軌=ついて

西川　和字

こL/)人仝てEt､州Jl･]JrLt H-i/)枕

JjllI目迎に/)いてお　人U)ノノが‖l一暮L

ll/;11され吏した

tT加延Lt;I;'Lt (JLJLHルーナ′レ').I

E;完人′｣･':)は｢排紙に･rllilト)ていろ

人によjする就業文fJIJ)fu.[.J∴と)i

はを,trJえ7J --1榊IIE;.1;;/.i. jT女jJlr/)

lllり組みかL-,-｣､ /rr,山　一l■lE;lt

(拙､J/:千川セ11.人-,.:JlEEl訪ドpl:7'.i; mtl■

川jk.IJl機構) ｢t ｢州:仙川‖lJFt. ik:

iJ;センターにおけろ紙紫丈はH

i/)役L.1.Uと.,ll!越｣です

tT Lll]代J)0-JLHljllは､壕Ill; I,I,1.1L/)'i-

fl1.㌦1,てL/)紬姫.:にrhZ,えLt'れたい,-I)

し､7)な.拭.I/1て十

村帥J LFLl･片と1l川】rI･1:?/:I.朽-′ -〟)上

JJ1体制や1-l川)I;,I:rLi.'1i--の女はJ)

1枚り剥しみについててす.

◆　‖8-外【1ヨでは､ ACT (チー

ム.jJ)r"Jやリノ､とり/LdllT.-的支ほを

する.)に上り'T.:lfEJ)1榊If】障1.i.〟

か地域でf■Lらせる上･-)になった

一･二J )ノ/frJ.1をl,i:川-しいれは1-i■川丁障

5

I.i.'jl.壬,職場で付加TろL I-)にfLt7J

u)ではないか､

◆　人目如拙かrrJlじ上')f亡地城

で幸/1榊lJEl･:71∴TポーJtll jHか.HlI来てい

ら-,ここで手,‖'Il1-ろlt1-

◆　-Jl叩リ'束がいtLtい　一･外,L'fr;■Ij ll(l

'iJ:U')帆ノ)をr.jJJ

という　L I)に､ IPIJJ.)ころと二/)

かし一,f余Jzにr木川f7L亡日日,r也をrJLHFiし

て就Jj7にq',I.ひつけていく1′l､ (･や

枕･jJLていくと]如)】と八†(一Lて

くるし､ ).'T::IJ二に′射ヒ/JJ,A,I)7J二と

/LLと,細かく汗L;~1'渋くよjJ;してい

ろ様[一がI'JH)れたした

一)j､イト†,Ltd)札L1,､は､七さ

に花々かt.Ilわ./ll.1'l_1g)杏;出きたlil.

打/)･とJ)!比･Ji'に′丁】1rび-)いていこ

かで,I,'り､適UJtLL吹出:.A':. PLl_をHr'J

化として引二=さぢ)州をLていろ

そL/)制l;llされた/Ltかて､耽I方は､

/Jきかし､と維fji=的ILいJH/)I.l.)JIllrか

ら,mE-Jl',]机.淡女接-L,ン// -におけ

る､仙淡女IJ;の人きtLlニースて

k)ろことを川71-され去した

二U) -)U)ul■iHT]1-は難病心i7-に

枕,方という/lきかいをとL/)ヒ/)

に,]',I.ひつけ/J_かしていくL/)か､

述つたlfJl空からFmlJl･Jli:･､打をLL/つ

めた壬,J)と感じ去した

二u)ヒうな糾J.が多くtLtり､

･m恥は1. iuJl札'jl L l'い■/こてきろrl

が11-7JことをFIH_I-〕てい去十

g



第1回難病相談且研修会

ユニバーサル宇ザインについて

誠帥　三重県健康福祉部地域福祉室　UDグループ主幹　向井柄明氏

｢ユニバーサルデザイン(UD)まちづくり｣が進められています.UDが求められる背景など基礎的な 

知識と私たちがこれからのまちづくりにどう参画していけばいいのか､具体的に進んできている事例など 

も含め､あるべき姿について学びました.質問形式に代えて内容を報告しますo 

●uDとはどんな考え方ですか

すべてU)人C/)ためu)テザインを一江昧

し､イT=･Lr輪や障`.i.'U)イ】~ItIJ;にかかカ)らず､

llを初からできるだけ多くU)人が利川‖J

能であるようにデザインすることで､ 7

つの),Fi川りがJAjl･r-目されてい主す‖

●その原則とは?

｢公､什L二､ l=11腔､ lll坤屯性､わかり

やすさ､ `女乍H三､ /(11体ノ｣､ス--スCj)

確保｣です√

●uDが求められる背景は?

[.::;E'L糾ヒLl)逝FIeh　ノーマライセ-シ:1

ンのiJi･透､ Hj--て支l劇こおけるfl_会的

LliIT:､外ltll人八′1:_社会U)必要性なと私

たち　一人ひとりにかかわることです∪

●バリアフリーとの違いは?

バリアフリーとは/1二じた-リアを後

で取りr','ltいていく稚魚r.で､利=定の人に

対する柑jりU)対策､ l･:,.jILi蹄の人や障′.i叩)

ある人を糾別扱いする考え))-です｡ fiL

在あるバリアを取り除いていくことも

必･11-ですが､これから新たに王らつく

りや壬,C/)′)くりを始める場付は牛JflJii'U)

人のためU)対策であってはなり去せん

●三重県ではいつから進めていますか?

｢ :_'r川l<バリアr/リーの妾ちづくり

推進条例｣が､1'.-成11 ll-,1日に);如才rされ

ていますo

●身の回りにどんなUDがありますか?

･町の施設では･ I ･

.LH.入りしやすいトア､多機能トイレ､

Ji:=きやすい)ill;道､ノンステップ-ス

..作幸,が楽しく鮎える公帖1があり吏サー

･情報提供では･ ･ ･

分かりやすい印刷物･名刺､分かり

やすい案lJIJi示､ .,作.もが参加できる

イ-ントなどですし､

●これからのまちづくりの姿は?

｢､1'T小満･のiぎ･を聴くこと､ニースを

把握すること｣が人L)｣です. ､J'Hi~舟､

UI)アドバイザー､子r政機旧や小一紫G

が･体となって進めるのか人L･))ですノ

●私たちは､どのようなことから実践すればいいでしょうか?

圭ずは､ ,i-をかけることです.私たi-,一人ひとりが心つかいU))占本マナーを身につけ､ ｢ハ

ートU)ユニハーサルデサイン｣をrji･践していくことでし上'),そU)ことに上って､ ､111(1iu)物

Errurl()環l･lZU)イ二blltJ urlr,Jこされ､人と人との支えあいや去i:,u)ルールが′卜去れます(I

6



第2回難病相談且研修会

電話相護の菅什方

講師　H本名話相談学会　長岡利貞氏

1 1 Jj 2()rl (火) ,LTf帥川l,.淡文IJ=セン//

-で｢1.LL川Tfl:Il.淡を･i･けろとき｣が1,)り去し

た..lJl)Ir:巾は､日本`心‖糾日日炎:ミu)1くr'YlI利I:lit

に来ていただきよした　雌病川.淡い11 9才.

参加してJA.,水心にメモを11kる･2gが見られ去し

た

【講演の内容】

1. I.Li川Tfllll.淡とは

2. ′心Hl1-十日..炎0)Jlll,則

EIl.I_糾If三･ ･[日日JJ三･掛けT一卜,.洋･ ]tL.[=fLF11;

造性

【感想･アンケート結果】
･｢で幸)｣とか｢だって｣ A/宗U)言射士､受

けTにはj!きイ･)という‖Fi-辛)あり　王したが､

仙淡LlHil.･;･';誠を.温くV)ではなく､仙淡斤

を,之Lif'し､ It.-･!･盛を持って."Tfをきいていく

姿勢が人L)｣なU)だと改めて感じました‖

･内容す-てを雌病センタ-でU)f川淡1.TiqljJ

に取り入れられる.沢ではないですが､と

て車)参考になり吏したL,棉.淡Llのスキル

アップやrlヒfi川.淡を受けながら困って

いる日日越U)ql･'FJ決に役､(/rCられるので､こ

うしたJllr-ll'fEま糾続してほしい1

1ユーモアがあって･難しい.三lIもわかるよJ)

に..fr)-してもらい心が軽くtL.り　吏したD　私

は['lJt:て1-日.淡を受けるn､1:､ 1時けり位長い

.Li.講を受ける巾Jはざらなo)で､心がけを

しながら,空けたいと考えています(,

･印攻に残った言戯･ ･ ･ ).i;.?,.t･1こrl.淡とは｢,LLJ.

来ないイ一日,淡をする｣という言葉､膝かに

そうです

Il

:i. 11･けT--a)心子Il

･傾聴- ･ ll.=旭yl()に唄いtlLlり;紙U)

Ll: ')に聴き取る.,

ことばを桝く･ ･ ･ llI･辿."'Tで､llオ

クターブトげて聴く,

i.受けT･-Gl)心fllllえ

'､`｣:秘･ L'llT_･ ･ Jt)｢修(多くU)知1..71左を

子汁るため)

I.Ti..Al,-lJlr談は【椎名できて､ 'f;えているこち

らu)名rlTl､ l拐桝を特定されない､し'iIT:ほ

ないという,I.lJ､は､ .･lil･.片会への川‖炎と',J亡乍

に川)丈し王すが､家族や′;･]二校･什小u)･hll'J

み和談なら理解できます.去た､ 1LiUl,i-tl

.淡以外で他U)場J9-Tで会わない､もそうで

す,心1午会は場介によっては伽をii.てE講

す必F空があり　吏すからL,

長17LIH爪-のkJ-).Lこけ心L三,T,･が,掛ってきたら､

｢/ナ｢1は､日1.かけるので:5 ()分で失礼し

たす｣と')tE二日制'1HをIx二切っておく､とい

/)日.Tiは参FJ-になり　たしたrJ　こちらu)経験

を..lr1-1)-とh-くなり　たすが､心-打会は二L-)

らの経験を.話す必要もあり圭す｡ただ,
'LE.講　一本で救えるとは,LLT.わない､という

のは確かです｡ ',Li｡T,･1:rl.淡での情軸鎚供以

外は､ fH Tの気持ちをほぐす役1.rrりたけで

卜分(畑突効果･ ･ ･なるほど!)



訴知らせ
三重県難病相謡支援t!ンタ-

多発性硬化症

患者･家族勉強会･交流会
電話･ファックスにてお申し込みください.

田時　平成20年1月26日(土)

13:30-15:00

場所　三重県折目談支接センタ-

内容　E講演　f脚聯呈内科
やまざき　　まさt L

医師　山崎　正禎　先生

④質疑･応答

●伊体の事業( 7月～3月)●

二分曹惟症箇会

日時　2月27[∃(日) 13:00-

内容　学習会(福祉全般･自立支援法等)

講師　県障害福祉室副室長石坂すみ氏

会場　津アスト3階

連絡　059-230-2986横山

●日蝕封且諜●

日時　第2 ･第4水曜日10:00-16:00

内容　rEj常生活にこいて｣の相弘

担当　獅日吉炎員

●こころの相許●

日時　第2 ･第4木曜日15:00-17:00

内容　｢こころの問題｣についての相談

担当　粍雨相談員(心理カウンセラー)

●疾患汚職予定( 7月～3月)●

【芸喝】三重県難病相談支埠センター

【時間】 10:00-16:00

脊髄小脳変性症 �8�ﾃ#r�

聯原病 ���ﾃ#C(�ﾃ#��

1型樗尿病 ���ﾃ#�(�ﾃ#��

てんかん ���ﾃ�s8�ﾃ�2�

二分背任症 ���ﾃ##(�ﾃ�B�

網膜色素変性症 �(�ﾃS2�ﾂ�

関節リウマチ �(�ﾃ�#8�ﾃ#R�

パーキンソン病 ���ﾃ�2��

i物性大腸炎.クローン病 �"�#b�

筋萎縛性側索硬化症 ���ﾃ��8�ﾃb�

Jほ病 �(�ﾃs2����

原籍性胆汁性月刊更変 ���3��

もやもや病 ����S"����

出会♭ tの広場
守流の項モICげてa+手tlhfT?

このコーナーは､交流や情報を必要とする方の

ための伝言板です｡下記センターへお問い合わ

せくださし㌦

疾患:全自性キャッスルマン病　上田誠さん

｢ 4 1歳､簡素吸入現法を続けながら積極的に活

動しています｡同じ病名あるL Vま良く似た症状

(免疫系･血液系･呼吸和犬)をお持ち

で近くにお指できる同病の方がいらっしゃら

ず一人で悩んでいらっしゃる方､情報交換や意

見交換をしなから悩みを出し合いお互いを支

えあう輪を作りませんか､同じ思いの方からの

選格をおまうしています. ｣

三重県難病相談支鮭センタ-

弼簡3丁目446-34

三重県津庁舎　保健所千乗1階

電　話　059-223-5035

FAX 059-223-5064
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